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３月の報告－現地状況

・雨季の現地状況　水はけ、地盤、植物の生長、晴天時の乾燥状況

　要点：建物の配置を再検討すべき。排水系は工夫が必要。

７月直前下見の作業予定

・水質調査　－高砂子先生がサンプル採取

・自記式の雨量計、晴雨計、温湿度計など設置できるか

９月実習の作業内容

・地盤調査　－ハンドオーガーの使用

・建設計画の見直し　－配置、基礎、材料価格の再調査

・排水系の設計、トイレ、雑排水･･･

将来の課題

・電源をどうするか　－太陽電池システムの設計

・居住用家屋設計　燃料、水、お湯、電源、トイレ、キッチン･･･

